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@ 次 の 際 に は 、 互い に 相手 が 上 
満た し て いな けれ ば な り 






































分 に と っ て イス ラー ム 法 上 婚 問 可能 で ある と いう 条件 を 
E せ ん 。 こ れ に つい て 男性 側 の 観点 か ら 見 て 行き 3 























人 信 の 。 























⑯ 用 性 に と っ て イス ラー ム 法 上 婚 巡 不可 能 な 女性 は 、2 つの 区 分 に 分 けら れ ま す 
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1 一 恒 和久 的 に 婚 如 不 可能 な 女性 : 3 つの 区 分 に 分 けら れ ま す : 


血縁 的 理由 か ら 尋 燃 不 可能 な 女性 : 





1. 母 及 びそ の 尊属 。2. 娘 及 びそ の 卑 属 。3. 姉妹 。4. 父方 の 叔母 ・ 伯 5 
方 の 叔母 ・ 伯 母 。6. 建 (兄弟 の 娘 )。7. 煙 (姉妹 の 娘 )。 
































乳 親族 2 の 関係 ゆえ に 婚 如 不 可能 な 女性 : 


乳 親 族 の 関係 に ある 女性 は 、 上 記 の 血縁 上 禁じ られ る 女性 と 同様 の 立場 に ある と 


見 な され ます 。 そ れ ゆ え 血 緑 上 禁じ られ る 女性 と の 婚 問 が 禁じ られ る よう に 、 肪 親 
族 の 関係 に ある 女性 と の 婚 如 も 禁じ られ ます 。 






































尚 イ スラ ー ム 法 上 の 正式 な 乳母 と な る に は 、2 歳 未満 の 子 に 5 回 以上 乳 を 与え な く 
て は な り ま せん 。 


、 














血縁 以外 の 縁戚 関係 ゆえ に 嬉 不可 能 な 女性 : 





1. 妻 の 母 。2. 妻 の 連れ 子 で ある 継 娘 (その 母親 と 性 的 交渉 を も っ た こと が 条件 
と な り ま す )。3. 父 の 妻 。4. 息子 の 妻 。 











尚 こ れ ら と は 別に 、 ム ラー アブ 3 も 婚 不 可能 で 














こう し て 血縁 的 理由 か ら 書 如 不 可能 な 女性 は 7 種 、 乳 親族 ゆえ に 尋 如 
性 も 同様 に 7 種 、 血 縁 以 外 の 縁戚 関係 ゆえ に 婚 始 
2 まま 




















不可 能 な 女 
不可 能 な 女性 は 4 種 あ る こと が 分 












































1 訳者 注 : 女性 に と っ て 尋 燥 不可 能 な 男性 
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E も 、 男 性 の 女性 に 対す る それ と 符合 し て いま す 。 


訳者 注 : イス ラー ム 法 上 の 授乳 を 通し て 形成 され た 、 特 別 な 親族 関係 の こと で す 。 詳 し く は 「⑨ 授 乳 」 
を 参照 の こと 。 


3 訳者 注 : リア テー ン を 行っ た 妻 。 リ アー ン 
































半 
詳 








し く は 「⑦ リ アー ン 」 の 項 を 参照 の こと ) と は 夫 が 妻 を 姦 
淫 の 罪 で 訴え 、 妻 が それ を 否定 し て 夫 の 嘘 を 主張 し 、 そ し て お 互い が 自分 の 意見 を 譲ら な いま ま 互 い の 正 
当 性 を ある 手続 き の 元 で 暫 い 合う こと で す 。 こ れ が 成立 する と 離婚 と な り 、 そ し て お 互い に 縁 を 取り 戻す 
こと は 永遠 に 不可 能 に な り ま す 。 




































































下 


至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - (以下 の 女性 を 変る こと が ) あな た 方 (男性 ) 
に 禁じ られ た : あな た 方 の 母 た ち 、 あ な た 方 の 娘 た ち 、 あ な た 方 の 姉妹 た ち 、 あ な 
た 方 の 父方 の 叔母 ・ 伯 母 た らち 、 あ な た 方 の 母方 の 叔母 ・ 伯 母 た ら 。 また あな た 方 の 
兄弟 の 娘 た ち 、 あ な た 方 の 姉妹 の 娘 た ち 、 あ な た 方 の 乳母 た らち 、 乳 親族 た ち 。 ま た 
性 交渉 を も っ た 妻 の 連れ 子 で ある 継 娘 た ち 。 但 し も し まだ (その 母親 と ) 床 入り し 
て いな けれ ば 、 間 題 は みな い 。 そ し て 実 の 息子 の 妻たち と 、 ま た 姉妹 を 合わ せ て 迫る 
こと 。 但し 過ぎ 去っ た こと は この 限り で は な い 。 実 に アッ ラー は 、 お し 深く 慈悲 


深い お 方 で あや られ る 。, (クル アー ン 4 : 23) 











恒 入 的 に 婚 燥 不可 能 と な る 要因 は 上 記 の よう に 、① 血 縁 と 、② 乳 親族 関係 、③ 血 
団 関係 以外 の 縁戚 関係 、 の 3 種類 あり ます 。 












































沿 男 性 が 嬉 如 す る こと の 出来 る 親戚 の 女性 は 、 以 下 に 挙げ る 通り で す : 
1. 父方 の 叔父 ・ 伯 父 の 娘 。2. 父方 の 叔母 ・ 伯 母 の 娘 。3. 母方 の 叔父 ・ 伯 父 の 娘 。 
4. 母方 の 叔 母 ・ 伯 母 の 娘 。 
















































































2. 一 時 的 に 婚 如 不 可能 な 女性 : 





1. 血縁 上 か 乳 親族 関係 上 か を 問わ ず 、 姉 妹 2 人 、 あ る い は 父方 で あれ 母方 で あれ 妻 
と その 叔母 ・ 伯 母 を 合わ せ て 上 要 る こと 。 但し その どちら か の 内 既に 結婚 し て いる 
方 が 離婚 され た り 他 界 し た り し た よう な 場合 、 禁 じ ら れ て いた も う 一 方 は 婚 可 
能 な 状態 に な り ま す (但し 離婚 の 場合 は 、 彼 女 の イ ッ ダ ( 待 婚 期 間 ) の 経過 後 で 
ある こと が 条件 と な り ま す )。 
















































































2. ブッ ダグ ( 待 婚 期間 ) 中 に ある 女性 。 そ の 期間 が 終了 すれ ば 書 燥 可能 に な り ま す 。 





























3. 自分 が 3 回 離婚 宣告 - つま り 完 全 離 婚 - し た 女性 。 元 夫 以 外 の 男性 と 結婚 し て 性 
的 交渉 を 持ち 、 そ し て その 後に その 者 と 離婚 すれ ば 、 元 夫 と 再婚 する こと が 合法 
区 き ます 




































































4. ウム ラ ( 小 巡礼 )、 あ る い は ハッ ジ (大 巡礼 ) の た め に イフ ラー スム 4 の 状態 に ある 
女性 。 イ フラ ー ム を 解け ば 、 婚 問 可 能 に な り ま す 。 


















































5. 非 ム スリ ム 男 性 に と っ て の ムスリム 女性 。 男性 側が イス ラー ム に 改 未 すれ ば 、 書 
燃 可 能 で す 。 

















4 訳者 注 : 詳 し く は 「3ー イ バー ダー ト - ⑥ ハ ッ ジ と ウム ラ 」 の ⑧③ イ フラ ー ム の 項 を 参照 の こと 。 
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6. ユダ ヤ 教 徒 ・ キ リス ト 教 徒 以 外 の 非 ム スリ ム 女 性 に と っ て の ムスリム 男性 。 女 性 
側が イス ラー ム に 改宗 すれ ば 、 婚 程 可 能 で す 。 



































7. 他人 の 妻 、 及 び 自 分 以外 の 者 に よっ て 離婚 され ブッダ ( 待 婚 期 間 ) 中 に ある 女性 。 
但し 後者 が 奴隷 女性 で ある 場合 、 そ の 限り で は あり ませ ん 5。 















































8. 委 淫 を 犯し た 女性 が 、 痕 淫 を 犯 し た 男性 ある い は それ 以外 の 男性 と 結婚 する こと 
は 、 彼 女 が 悔 悟 し 、 か つ プ ブッ ダ ( 符 婚 期間 ) を 終了 する まで 許さ れ ま せん 。 

































































これ ら の 女性 は 、 婚 畑 を 妨げ て いる それ ら の 要素 が 消失 し な い 限 り 、 婚 畑 す る こと 
は 非 合 決 で す 。 


















































尚 男性 は 、 自 ら の 委 洋 の 結果 生ま れ た 娘 と 婚 婚 する こと は 出来 ませ ん し 、 同 様 に 母 
親 が 自分 の 参 淫 の 結果 生ま れ た 息子 と 尋問 する こと も 出来 ませ ん 。 




































































また 奴隷 男性 は その 女 主人 と 、 奴 隷 女 性 は その 男 主人 と 婚 交 す る こと が 出来 ませ ん 。 
と いう の も 彼ら は 主人 の 右手 が 所 有する 立場 (奴隷 身分 ) に ある か ら で す 。 

また 婚 契 約 に お いて も 性 交渉 が 禁じ られ る 者 - 例え ば 母親 や 姉妹 な ど - は 、 例え 
その 者 が 自分 の 奴隷 で あっ た と し て も 、 そ れ を 禁じ られ ます 。 

尚 イ スラ ー ム 法 に お いて 性 交渉 が 合法 化 さ れる の は 婚 契 約 か 、 奴隷 か の いずれ か 
を も っ て で し か あり ませ ん 。6 




























































































@ 「 子 供 の 母 」 に 関し て : 





「 子 供 の 母 」 と は 、 主 人 の 子供 を 産ん だ 奴隷 女性 の こと で す 。 主 人 は 普通 の 奴隷 女性 の 
よう に 彼女 と 性 交渉 を 持っ た り 、 彼 女 を 貸与 し た り 使役 し た りす る こと は 出来 ます が 、 売 
却 し た り 贈 与 し た り ジ ワク フ 7 と し た りす る こと は 出来 ませ ん 。 

尚 奴隷 女性 の 離婚 後 の ア ッ ダ ( 符 婚 期間 ) は 、 月 経 1 回 の み で す 。 
































@ 婚 類 契約 を 害さ な いよ うな 条件 : 





女性 、 あ る い は その 後見 人 が 夫 側 に 、「 彼 女 以 外 の 妻 を 要ら な い 」 と か 「 彼 女 を 家 や 国 か 
ら 出 さ な い 」 と か 、 あ る い は マハ ル (贈与 財 ) の 割り 増し な ど 婚 炊 契約 自体 を 損ね な い 範 
で の 条件 を つけ る の は 有効 で す 。 そ し て 前 も っ て 合意 し た 有効 な 条件 に お いて 結婚 後に 


夫 が 反 し た 場合 、 望 やむ な ら ば 彼女 は 婚 期 契約 の 破棄 を 申し 出る こと が 出来 ます 。 



























































還 
















































































5 訳者 注 : これ は ハン バリ ー 学 派 の 見 解 で 、 ハナ フィ ー 学 派 な ど で は 禁じ られ て いま す (アル テム グ ニ ー : 
9/479)。 
6 訳者 注 : イス ラー ム は 奴隷 の 存在 に 対し て 積極 的 な わけ で は な く 、 む し ろ 奴 隷 に な っ た 者 た ちの 解放 を 
折 に 触れ て 奨 励 し て いま す 。 詳し く は 「4 一 ム ア ー マ ラー ト 」 の 章 の 26 「 奴 隷 の 解放 」 の 項 を 参照 の こと 。 
7 訳者 注 : 詳 し く は 「4ー ム アー マラ ー ト 」 の 「23 一 ワク フ 」 参照 の こと 。 

3 











@⑯ 夫 が 行方 不明 に な っ た 場合 : 


夫 が 行方 不明 に な っ た 女性 が 別 の 男性 と 結婚 し た 場合 、 
に 最初 の 夫 が 現れ た 時 に は 、 彼 女 は 最初 の 夫 の 妻 と 見 な され 














一 方 2 番目 の 夫 と 床 入り し た 後に 】 




















で > 





す 。 尚 望め ゆな ら ば 、 最 初 の 夫 は 
する こと を 条件 に 、 


@⑯ 天 婦 の どちら か が サラ ー (礼拝 ) を し な い 場 合 : 


1 一 夫 が サラ ー を し な い 場 合 、 妻 は 彼 と 夫婦 で あり 続け る こと は B 


















































手続 き を する こと な く 、 晶 


























コト 



















































































最初 の 夫 が 現れ た 場合 、 
HH 分 が 行っ た 婚 契 約 で も っ て 彼女 を 

















し 2 番目 の 夫 と 床 入 りす る 前 
9 
最初 の 夫 は 2 番目 の 夫 が 離婚 




































































分 の 妻 と する こと 
\ 出 来 ま す 。 た だ 彼女 と 性 交渉 を 持つ の は 、 彼 女 が ブッダ ( 待 婚 期 間 ) を 終了 し て か ら で 
分 が 妻 に 与え を た マハ ル (贈与 財 ) を 2 番 
彼女 を 彼 - つま り 2 番目 の 夫 の 妻 と する こと も 出来 ます 。 


の 夫 か ら 受 領 





H 来 ず 、 性 交渉 を 持つ こ 


と が 禁じ られ ます 。 と いう の も サラ ー の 放 乗 は 不信 仰 8 で あり 、 不 信仰 者 が ムスリム 女性 と 
婚 燥 関係 に ある こと は 許さ れ な いか ら で す 。 
一 方 妻 が サラ ー を 放 径 し た 場合 も 同様 で 、 彼 女 が 至高 の アッ ラー に 悔 悟 し な い 限 り 、 そ 
の 夫 は 彼女 と 離婚 し な けれ ば な り ま せん 。 





2 一 婚 契 約 の 際 に 夫 妊 
約 自体 は 有効 で す 。 
一 方 婚 契 約 の 際 に は 夫 # 
に は 両者 と も に サラ ー を する よう に な っ た と いう よう な 場合 、 
な けれ ば な り ま せん 。 と いう の も その よう な 場合 、 
た と 見 な され る か ら で す 。 





























@⑯ 婚 後 、 雪が アッ ダ ( 待 婚 期 間 ) 



































婚 






































き の い ずれ も が サラ ー を し て いな いよ うな 状態 で も っ た ら 、 婚 如 契 














の いずれ か 一 方 の み し か サラ ー を し て いな か っ た が 、 結 婚 後 
婚 在 約 を 新た に 行い 直さ 
契約 の 際 に 一 方 が 不信 仰 者 で あっ 


FE に あり 、 か つ 彼 女 を 離婚 し た の が 3 回 未満 で ある よ 











うな 状況 下 に お いて その 姉妹 と 結ん だ 尋 燥 契約 は 無効 で す 。 一 方 彼女 の 離婚 が 3 回 目 の 、 


より の 戻し が 利 か な い 完 全 離 婚 で あっ た 場合 に 同様 の こと を すれ ば 書 契 約 自体 は 有 
効 と な り ま す が 、 そ の 行い 上 


















































8 訳者 注 : サ ラー の 義務 性 
者 で ある と いう こと で 一 致し て いま す 。 一 方 サラ ー の 義務 必 
な いこ と に つい て は 、 そ れ が 大 き な 罪 で あや る と いう こと で 学者 間 の 意見 が 
法学 派 で は 、 そ の よう な 者 で も 改 人 せ ず に サラ ー を 放 径 し 続 し た 場合 、 イ スラ ー ム 法 
中 に こ な る と し て いま す 。 い ずれ に せよ この よう な 問題 が 起き た ら 、 住 ん で いる 国 社 
E し いと 思わ れる イス ラー ム 学 者 に 問い 合わ せる の が 賢明 で し ょ 
E)」 の 「① サ ラー の 意味 と 徳 - サラ ー の 義務 必 





ィ ー 学 派 以外 の 4 
治 国家 に お いて は 死 
会 的 ・ 個 人 的 状況 に 
ダー ト - ② サ ラー ( 札 提 









































体 は 禁じ し られ て い 








る 





























































































































者 に 関す る 諸 見 解 」 の 項 も 参照 の こと 。 
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E を 否定 する が ゆえ に それ を 放棄 する の で あれ ば 、 学 者 の 見 解 は その 者 が 不信 仰 
E を 認め つつ も 避 必 や 適当 さゆ え に そ れ を 行わ 
致し て いま す 。 そ し て ハナ フ 




















9 8 の Nー 


E を 否定 する 者 、 及 び サ ラー を し な い 


